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ステロイ ドを併用する必要があると思われた.

7)著明な高血糖 を皇 し,滅慶で正常化した 高

度肥満例

河田 春原 8川島 紀子
広野 暁 ･高木 蝉
田中 直史 ･山田 彬 漕 要語畏病 院 )

8)緑内障発作に対す るマ ソニ ト-ルの使用で,

無尿 となった糖尿病性腎症 の 1例
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症例は魂2才男性.25才より糖尿病.35歳よりイソシュ

リソ治療.平成 3年,糖尿病性網膜症の硝子体出血で右

同年9乱 左前腕内シャソト手術.硝子体出血を反復し,

8m l mill.GFlく12.3mllnill.入院後, ･E]尿巌を 2,i-)0(1

ml以 L二としたところ､Ccrは 12.8nlgldl.Cr5mg(ll

まで改善.92年 1円10日,右白内障 手術.桁後l(川 lL

右眼病を訴え眼圧 75mmHgと上昇.術後慶内陣と診

断.20Odノm;1nnil.011.000m1,LIL-eTo701lanlide500Tl増

便鳳 同日午後より尿量低下.体重 2kg増施 血清 Na

也ミドとりリナスタチソ20万単位を健鳳 次第に利尿が

-〕き.22E持二後には時間尿量が 2OOmlと改善.Naは

12時間に 5mll:ql､山勺L･r)速度で補正 し.急速補正による

(元IltI-alPoTltineMy(11inolysisを予防 した.腎機能低

下が著 しい眼任尤進症例では,外科的処理による滅虻を

節-選択とすべきと考えられた,

9)新 しい簡 易型血糖測定器の看周性 をこついて

伽 行か 閥 健 (漂姦謂 潟第二)

Ll崎 友子 ･山崎 和代
倉島 均 ( 同 車検)

5▲･汀

弼 平成 3年度柏崎市基本健康診査 におけ る糖

尿病 1 '/1トーニン ]/
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鯛 久菓子 棚 篭久子を柏崎市 役保健衛生課

[H スクリ-エソダの方法 二-次では ｢尿糖 (±)

以上｣と ｢糖尿病または尿糖陽性の既往の者｣を拾い上

げ随時血糖 (BS)と トIt)̂1Cで∴次検診施行. 1ミS 洲 1

mLl■dl以 L二または HbAle70訂上上二｣は ｢要医療 L ≧tうS

110mg.Ldl未満かつ HhAl(･(iOo未満｣は 【異常 左 L I

と判定.それ以外は 75宮OGTT を 三 次 検 診 と し て施行

し型別､Fり定を行なった.

[Ⅱ]-懐 中二次結果 :総受診者 15,498名のうち-次

で 1き亜且名 (凱6%)が拾い上げられ 二次で ｢異常な
し｣2凄0名 (20%),｢三次対象者｣鮒2名 (亜%),｢要
医療｣401名 指2%).

[配〕三次結果 :三次対象老 樹2名のうち 75監OGTT

施行者は亜0名 (受診率75%).糖尿病塾48名 (11%),

境界塾33複名 (7竣%),正常型甜名 (15%).糖尿病塾48

名のうち OGTT 施行時 FBSIO9mg/dl以下18私 140

mg'dll､上【二7名 (l▲100上 2hlミS199111gdl1､1下 1)辛

(4%),200-229m鍔/劇 27名 (56%)と軽いものが大

部分であった.

lH イ ソス リン非依存型糖尿病におけ る血管障

害 と血中エ ン ドセリンの関連 について

畿 久義 ○石橋みゆき 漕 貫赤十字病院)

且2)糖尿病患者 の角膜知覚回復

石田 誠養 (寓惨会石田眼科)

ⅠⅠ. 特 別 講 演

｢糖尿病性神経障害 の臨床｣

東北厚生年金病院院長

後 藤 由 来 先生


